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令和7年度上半期 利用状況
集計：令和7年４月１日から令和7年9月30日まで

・ 利用者数

6,678人
（53人/日）

※ のべ数

・ 外部支援へのつなぎ

・ 登録数の推移（累計）

４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 合計

22 26 26 21 16 19
1３0
件

➢ 1日あたりの利用数は令和6年度（42人）を上回り、登録数も着実に増加

➢ 相談員との信頼関係に基づき、会話が増え、支援につながる事例が増えている
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令和7年8月～10月の利用詳細 （速報値）

○ 利用数・緊急対応・外部支援へのつなぎなど

利用数 利用数/日 新規登録 相談 緊急対応
外部支援
連携

（7月） (1,146) ( 49 ) ( 55 ) ( 507 ) ( 7 ) ( 21 )

8月 1,360 61 64 563 15 16

9月 1,205 60 56 473 9 19

10月 975 42 29 586 17 21

⚫ 8月・9月は利用が非常に多く、普段 歌舞伎町になじみのない者の利用もあった。

⚫ 10月に入り利用数は減っているが、落ち着いた雰囲気の中で相談数は減っていない。

⚫ 平均滞在時間は80～90分程度（7月は平均168分）。

⚫ 家庭や学校への不適応、人間関係の悩み、精神不安定などを背景に、希死念慮をは
じめとする深刻な相談も多い。

⚫ 心の不調、オーバードーズ、リストカット、性感染症、夏場の体調不良、秋以降の
感染症の増加など、体調不良への対応が増加している。
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きみまも＠歌舞伎町 現在の課題

⚫  利用者の希死念慮への対応

⚫  薬物濫用（OD）や心身の不調への対応

登録者の自死のほか、未遂・事故や関連する発言多い
1人の死が、人間関係を通じて大きな影響を及ぼすことも

生きづらさから逃れるためのリストカット・ODの常態化
発熱、性感染症などの体調不良、精神科へ受診必要なケース多数

⚫  犯罪・トラブルへの対処

闇バイトや口座売買、仲間内の金銭トラブル、売買春、性トラブル
法・規範知識の少なさ、加害者にも被害者にもなりやすい状況

⚫  スタッフの負担の増加

深刻・複雑なケースが増え、相談員の負担が大きくなっている
寄り添って支援することで、利用者との距離感も課題に
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こども家庭庁 若者支援に関するオンラインシンポジウム（9/24）

令和7年8月～11月のトピック

⚫ 非行少年等の矯正教育に関する学会の講演に登壇。

⚫ 法務教官等の少年院関係者、法務省職員など300名以上が参
加し、講演後は協力・寄贈の申し出が複数寄せられた。

日本矯正教育学会講演 （9/25）

5

⚫ 地方公共団体や民間の若者支援団体を対象とした、こども家庭庁の
シンポジウムに登壇。約300人が参加。

⚫ 実施後のアンケートでは、きみまもの若者に寄り添う姿勢、安心できる
場の提供を評価する声が多数寄せられた。

⚫ 射的ゲームとカボチャ型のカード
によるメッセージ交換などを実施。

⚫ 利用者同士でカード
を楽しそうに
見せ合うなど、
よい雰囲気づくりに。

ハロウィン （10/30・31）

⚫ 「100万人のクラシックライブ」の
ご厚意により、
電子ピアノを設置。

⚫ 初日から楽譜なしで
クラシックを演奏する
利用者がいた。

電子ピアノの導入 （11/7）
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